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救命の連鎖
(Chain of Survival)

主に「心臓発作」で

救急車内固定カメラ

画像伝送用PC
(Real-time video)

隊員装備カメラ

画像伝送用PC 
(ポケット内)Galaxy 端末



事業主体

システム開発
NTT西日本
伊藤忠テクノソリューションズ

コンサルティング

高知赤十字病院

近森病院

高知医療センター

室戸消防本部

安芸消防本部

高知医療再生機構

高知大学医学部
医学情報センター

動画情報などの保管

室戸市

10.4％

土佐清水市

15.9％

中芸広域

15.7％

安芸市
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仁淀
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嶺北

30.5％

高吾北

17.3％

高幡

13.5％

幡多西部

4.8％

幡多中央

5.5％

医療機関への収容までに
60分以上要した事例の割合
（高知市、南国市、土佐市を除く＜１％）

高知県における
救急搬送事情



カメラ 小型PC

病院側

・映像データベース
・認証サーバー

ドクター

・カメラの切換
・カメラの操作

（パーン、チルト、ズーム）

サーバー

・映像伝送(片方向)
・音声通信(双方向)

☆映像画質優先

データベース

映像データベースの閲覧

PCに蓄積され
た映像データの
アップロード

3G回線

救急車

患者



ミニPCミニPC

カメラカメラ

車載カメラに加えて、ウェアラブルカメラシステムを利用車載カメラに加えて、ウェアラブルカメラシステムを利用

? ?

電子情報化

送信

画像化



後方搬送先
選定

搬送先選定

傷病者情報共有

応需情報入力
（詳細・リアルタイム）

○受入病院
○照会結果
・病院名
・受入不可理由等

実績情報入力

タブレット端末

高知県における救急医療連携体制（案）

応需情報
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診察情報入力

統計情報の活用

動画伝送

指示
助言

（全消防本部）

共有

ＧＰＳ（位置情報）

デジタルペン

傷病者情報共有（動画）

天井カメラ

応需入力の頻度向上
の仕組みを検討

実績情報

Ａ病院

Ｂ病院

Ｃ病院

（全消防本部）

（任意の消防本部）

救急車位置状況把握

傷病者情報入力

応需情報入力

反映

反映

応需情報入力

救急医療提供体制の
向上のための活用

複数の病院へ照会
する際の、情報伝達
の効率化

事前に情報が
閲覧可能

総合して
選定

２次救急
医療機関

３次救急
医療機関

３次救急
医療機関

＋
２次救急

医療機関
の一部

現状

傷病者
収容証

（１日２回）
日勤、夜勤の
体制入力

医事会計

検査データ

オーダリング

電子カルテ

抽出
（統合・ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ）

匿名化
データ

アクセス
ログ データ

臨床データ活用システム

病院内での活用

ﾃﾞｰﾀ
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
(辞書・ﾏｽﾀ

機能)

匿名化



何もないのに
痛がる！
変なの！
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献血で調べてくれる検査は一部：もっと一杯ある
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同じ基準で診断できる検査が必要

各病院で実施される検査値は、病院により
値が異なる。

・測定法や分析機器の違い

・室温、水質などの環境の違い

・特定生物由来標準物質の反応性の違い

どの病院でも共通で利用できる電子カルテ困難

基準値の問題

血糖値 (mg/dl)

1981      to        2011 

患者の年齢

1981      to        2011 



長期時系列データの視点

1981年

2013年

検査値
（乳酸脱水素酵素）

測定法の変更に伴う
データのシフト

月毎の全データの度数分布を時系列的に可視化

正規化
度数

測定法Ａ

測定法B

同一施設内でも長期運用
では、検査値が変動する

検査値の施設間誤差に対する対策
• これからの検査データは、検査室側の努力で大きく改善

• ただし、未来に向けての対策

SI 単位の定義

NMIJ 認 証 標 準 物 質
純 度 の 測 定 方 法

基 準 測 定 方 法

JSCC など学会勧告法

社内標準測定操作法

日常検査法（試薬キット）

常 用 参 照 標 準 物 質

実 用 標 準 物 質

校正物質（キャリブレータ）

日 常 試 料

標準化された測定結果

校正
値付け

（日本臨床検査標準協議会 ホームページより）

物 質

操 作 法
トレーサビリティ

校正物質の標準化とトレーサビリティの確保の例校正物質の標準化とトレーサビリティの確保の例

コミュータビリティの確保

高価

安価
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正規化処理結果
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新しい測定法の基準に正規化

分析精度を考慮する必要があるが
正規化されたデータは、長期時系列変動をシームレスに解析可能

測定方法の変更
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Retrieval sYstem for Open Medical Analysis 
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RYOMA
1981年10月～

高知大学
医学部附属病院

■医学部臨床系研究者 ■医学部基礎系研究者
■学内他学部研究者



診療情報の2次利用について

• 患者IDや日時情報などを匿名化

• 匿名化データベースを構築

• 医学研究への応用
• データクレンジングなど

遺伝子情報検査以外

二次利用の
ハードル

Opt-inOpt-out

治験の直接インタービュー
Informed Consent

倫理委員会
＆院内への張り紙

採血データ

診断名

病理検体・血液検体の
目的外（あなたの
診断には直接関係が
ない）使用



ほけんしゃ【保険者 i insurer 】

保険給付を行う医療保険事業の運営者のこと

保険者は、医療保険事業を自己の事業として行い

自己の計算において保険料（税）を徴収して保険

給付を行い、その他事業に付随する業務を行う

なお、保険料を納めることで保険給付を受ける側の

人のことを被保険者という

保険者

処方
内容

￥



好発品への変更不可 □✔

アーチスト™→ アーチワン™
アテノート™
アニスト™
カルベジロール™

好発品＝ゾロ品

効果(薬効）：ほぼ同じ（とされている）
価格：安い



バックアップ先 薬局

電子化
処方箋

電子化
処方箋

病院 保険者
電子化
処方箋

電子化
処方箋

後発品を飲んでいると
不正確

後発品を飲んでいると
いう情報も正確



医療情報共有・バックアップ

＃ 二次医療圏の中で、病院間で

＃ 病院データが（災害時などに）

消失しないように

電子カルテ完全復旧と共通電子カルテ基盤の構築

病院１ 病院２

ベンダーAの電子カルテ

病院３ 病院４

ベンダーBの電子カルテ

バックアップ
システム

共通電子カルテ
基盤

ベンダーAからの
共通フォーマットへの変換

ベンダーBからの
共通フォーマットへの変換

レプリケーション
完全なバックアップ
とリカバリ

レプリケーション
完全なバックアップ
とリカバリ

外部バックアップセンター

SS‐MIX2 SS‐MIX2

マイ病院・マイサービス

バックアップ
システム

現実的な対策事例

各施設固有コード変換

運営
資金



バックアップ先 薬局

処方
内容

電子化
処方箋

電子化
処方箋

病院

電子化
処方箋

保険者
電子化
処方箋

ＩＣチップ

電子化
処方箋

了解のある
人のみ

ミニPCミニPC

カメラカメラ

そして、使えるシステム



阪神大震災 DMAT

東日本大震災

アチェの津波被害

大津波対策

？

土砂災害 孤立

薬、システムに加えて想像力


